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N-myc 遺伝子は， myc ファミリーに含まれる他の遺伝子同様，転写制御因子をコードしているO その発現は，発
生初期から認められ，器官形成期に組織特異的であること，これ以降発生の進行とともに低下する事が知られていた。






次に，佐発生初期からの発現の役割を明らかにする目的で.標的遺伝子破壊により N-myc 欠損 (N -myc 突然、変






最後に，発生の進行にともなう N-myc の発現の低下の意味を調べた。まず， N-myc を強制発現させる遺伝子を
脹幹細胞に導入し，内在の N-myc の発現とは無関係に N-myc を発現する細胞株を樹立した。この細胞でキメラ













役割を解析した。標的遺伝子組換えを用いた N-myc 欠損突然変異体マウス，また N-myc が中枢神経系で強制発
現されるキメラマウス騒を作製し，ニューロンの分化が N-myc 発現に依存した過程と N-myc 発現の低下に依存
した過程の 2 段階で進行することを示した。腔発生全体への大局的な視点から中枢神経系分化を解析した優れた研究
であり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める O
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